
イ

エ

ス

・
キ

リ

ス

ト

覚

え

書

国

松

夏

紀

こ
の
と

こ
ろ
断
続
的

に
で
は
あ
る
が
、
芥

川
龍

之

介
と
ド

ス
ト

エ
フ
ス
キ
イ
と

の
相
互
関
係
を
考

え

て

い
る
。
芥
川
晩
年

の

『
闇
中

問
答
』
、
『
歯
車
』

に
ド

ス
ト

エ
フ
ス
キ
イ
と
と
も

に
付
合

っ
て
来

て
、
こ

の

一
年

ほ
ど

は
、
続
編
を
も
含

め
て

『
西
方

の
人
』

を

読

ん
で
い
る
。

こ
の
作
品

に
至

っ
て
い
よ

い
よ
、
両

作
家

に
お
け

る
イ

エ
ス

・
キ
リ

ス
ト
の
問
題

に
取
組

ま
ね
ば
な
ら
な
く
な

っ
た
。
複
雑
多
岐

に
わ
た
る
大

き
く
難

し
い
問
題

で
あ

る
。

ア
プ

ロ
ー
チ
の
方
法
を

模
索

し

て
い
る
と

こ
ろ
で
あ

る
が

、
た

ま

た

ま

昨

年

、
ト
カ
レ

フ
編

『
世
界
諸
罠
族

の
神
話
』
と

い
う

二
巻
本
辞
典

の
第

一
巻
が

入
荷

し
た

(刊
行

は
、

一

九

入
O
年

、

モ
ス
ク

ワ
、
ソ
ヴ

ェ
ト
百
科
辞
典
出
版

所

)
。
イ

エ
ス

・
キ
リ

ス
ト

の
項

目

に

は
、
図
版
を

含

め

て
十
五
頁

(
四
九
〇
頁
-
五
〇

四

頁
)

が

割

か
れ

て
い
る
。
執
筆

者
は
、
編
者

の
ト
カ
レ
フ
自
身

と
、

ア
ベ
リ

ン
ツ

ェ
フ
の
二
人

で
あ

る
。
前
者

は
、

イ

エ
ス
、
キ
リ
ス
ト
そ
れ
ぞ
れ

の
名
称

の
由
来
か
ら

説

き
お
こ
し
、
福
音
書

及

び

偽

典

・
外
典

に
拠

っ

て
、
イ

エ
ス

・
キ
リ
ス
ト
の

「
地
上

に

お

け

る

生

涯

」
を
記
述

す
る
。
次

い
で
、

三
位

一
体
説
を
中
心

と
す
る
神

学
上

の
問
題

の
考
察

の
後

に
、
イ

エ
ス

・

キ
リ

ス
ト

の
学
問
的
研
究

に
お
け

る
二

つ
の
流
れ
ー

ー
神
話
学
的
研
究
と
歴
史
的
研
究
1

が
概
説
さ
れ

る
。
後

者
は
、
文
学
と
美
術

に
現

わ
れ
た

イ

エ
ス

・

キ
リ

ス
ト
像
を
通
史

的

に
記
述

し

て
い
る
。

イ

エ
ス

・
キ
リ

ス
ト
は

一
つ
の
大
き

な

謎

で

あ

る
。
神

で
あ

る
の
か
、
人

で
あ

る

の
か
。

そ
の
矛
盾

の
神
学
的
止
揚
と
し

て
お
そ
ら
く
は
三
位

一
体
説

も

あ

る
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
イ

エ
ス

・
キ

リ
ス
ト
と

い
う
入
間
が

か

つ
て
こ
の
世
に
存

在
し
た

こ
と

は
歴
史
的
事
実

で
あ

る
。
福
音
書
と

い
う
彼

の

使
徒
た

ち
に
よ
る
彼

の
生
涯

の
言
行
録
も
残
さ
れ

て

い
る
。
聖
書

一
般

の
歴
史
的
並
び

に
考
古
学
的
研
究

に
よ

っ
て
、
そ

の
神
性
が
次
第

に
剥
奪
さ
れ
、
奇
蹟

が
否
足
さ
れ

て
も
な
お
残

る
イ

エ
ス

・
キ
リ
ス
ト
の

人
格
、
そ

こ
に
人

々
は
何
故
引
寄

せ
ら
れ

る
の
か
。

芥
川
龍
之
介
や

ド

ス
ト

エ
フ

ス
キ
イ

も

、

福
音
書

を
拠
り
所
と
し

て
、
イ

エ
ス

・
キ
リ
ス
ト
に
魅

か
れ

た
。
そ

の
魅
力

の
根
源

は
何

で
あ
ろ
う

か
。
手
懸
り

を
索

め
て
ア
ベ
リ

ソ
ツ

ェ
フ
の
記
述

を
追

っ
て
み
よ

う
。
彼

は
、
文
学
と
美
術

に
現

わ
れ
た
キ
リ

ス
ト
像

を
、
古
代

・
中
世

・
近
代
及
び
現
代

と
歴
史
的

に
た

ど

っ
て
い
る
の
で
あ

る
が
、

こ
こ
で
は
特

に
文
学

と

の
関
連
が
強
く
な

る

ロ
マ
ン
派
以
降

の
記
述

に
限

っ

て
抄
訳

し

つ
つ
考
え

て
み

よ
う
。

十

九
世
紀
初
頭
、
ド

イ
ツ

・
ロ
マ
ン
主
義

「
ナ
ザ

レ
派

」

の
絵
画

は
、
劇
的
な
バ

ロ
ッ
ク
絵
画
や
古
典

主
義

の
冷

た

い
絵
画

を
捨

て

て
、
倫
理
的
厳
格
さ
と

詩

的
感
動

を
重
ん
じ
た
。

一
方

、

冒
マ
ン
主
義
的

ペ

シ
ミ
ズ

ム
も
表
明
さ
れ
る
。
リ

ヒ
タ
ー
の

『
ジ
ー
ベ
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ソ
ケ
ー
ス
』
中

の

「
神
が
存
在
し
な

い
こ
と
に

つ
い

て
の
宇
宙

の
高

み
か
ら

の
死

せ
る
キ

リ

ス

ト

の
演

説

」
が

そ
れ

で
あ

る
。

キ
リ
ス
ト
の
生

涯

は

す

で

に
、
神

が
人
間
に
至
る
道

で
は
な
く

、
人
間
が
存
在

の
無
意
味
さ
を
証
明
す
る
べ
く
不
在

の
死

せ
る
神

へ

と
至

る
道
な

の
で
あ

る
。

こ
の
新

し

い
モ
チ
ー

フ
が

十
九
世
紀

の
抒
情
詩

で
繰
り

返

さ

れ

る
。
ヴ

ィ

ニ

ー
、
ネ

ル
ヴ

ァ
ル
、
ボ

ー
ド

レ
ー
ル
等
が
そ

の
例

で

あ
り

、
二
十
世
紀

の
リ
ル
ケ
は
彼
等

の
後
継
老

で
あ

る
。
ま
た

一
方

、
十
九
世
紀

の
歴
史
主
義

の
影
響
も

見
落

と
す
こ
と
は
出
来
な

い
。
福
音
書

の
出
来
事
が

神
秘
主
義

か
ら
解
放

さ
れ
、
歴
史
的

・
文
化
的
視
野

の
中

で
そ

の

一
つ
の
モ
メ
ン
ト
と
し
て
時
間

と
場
所

の
具
体
性
を
帯
び

て
来
た
か
ら

で
あ
る
。
ま
た
、

一

八
五
〇
年
代

の
考
古
学

の
成
果
も
聖
書

一
般

に
と

っ

て
革
命
的
な
も

の
で
あ

っ
た
。

ル
ナ
ン
の

『
キ
リ

ス

ト
の
生
涯
』

の
全

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
的
成
功
も

こ
う
し
た

文
脈

の
中

で
把
握
さ
れ
ね
ば
な
ら
な

い
。
彼
は
、
キ

リ
ス
ト
を
歴
史
小
説

の
テ
ー

マ
と
し
た

の
で
あ

る
。

ー

す
で

に
論

じ
ら
れ

て
い
る
よ
う

に
、

ル
ナ
ン
の

『
イ

エ
ス
伝
』

の
影
響
も
受
け

て
書

か
れ
た
芥
川

の

『
西
方

の
人

』
も
同

じ
よ
う
な
文
脈

で
把
握
さ
れ
ね

ぽ
な

ら
な
い
だ

ろ
う
。
そ

の
際
、
ボ

ー
ド

レ
ー
ル
を

始

め
と

す
る
世
紀
末

の
雰
囲
気
も
見
逃

せ
な

い
。
芥

川

に
と

っ
て
キ
リ
ス
ト
が
、
不
在

の
死

せ
る
神

に
至

る
道

で
あ

っ
た
か
ど
う

か
は
考
慮

の
余
地
が
あ

る
の

だ
が
。

ア
ベ
リ

ン
ツ

ェ
フ
の
記
述
を
さ
ら

に
追

っ
て

み
よ
う
。

イ

エ
ス

・
キ
リ

ス
ト
は
神

た
る
こ
と
を
止

め
た
け

れ
ど
、
そ

の
苦
悩
す
る
人
間
性

は
鋭
く
知
覚

さ
れ

、

十
九
世
紀

の
自
由
主
義
的
民
主
主
義

的
イ

ン
テ
リ
ゲ

ソ
ツ

ィ
ア
の
理
想
像

の

一
つ
と
な

っ
た
。
キ
リ

ス
ト

は
、
虐
げ

ら
れ
た
人

々
に
対
す

る
犠
牲
的
愛

の
具
現

で
あ

っ
た
の
で
あ

る
。

ハ
イ
ネ
や

ユ
ー
ゴ

ー
の
作
品

が
そ

の
例

で
あ

る
。

ロ
シ
ア
で
は
、
プ

レ
シ
チ

ェ
ー

エ
フ
や

ナ
ド

ソ
ン
の
詩

、
ド
イ
ツ
絵
画

で
は
、
一
八
八

〇
年

代

の
フ
ォ
ン

・
ウ
ー
デ

の
作
品
が
あ

る
。
そ

の

画
面

で
は
キ
リ

ス
ト
が
、
当
時

の
労
働
者

た
ち
の
諸

タ
イ
プ

の
中

に
置

か
れ

て
い
る

の
で
あ

る
。

ロ
シ
ア

の
ク
ラ
ム
ス

コ
イ

の
絵
画
「
荒
野

の
キ
リ

ス
ト
」
、

ア

ソ
ト

コ
リ
ス
キ
イ
の
彫
刻
、
ま
た
、

一
八
九
〇
年
代

の
ゲ
ー
の
絵
画
も
あ

る
。
ネ

ク
ラ
ー
ソ
フ
の
チ

ェ
ル

ヌ
イ

シ

ェ
フ
ス
キ
イ
に
関
す

る
次

の
言
葉
が
、

こ
の

時
代
全
体
を
特
徴
づ

け
て
い
る
。

「
怒
り
と
悲

し
み

の
神
が

、
地
上

の
支
配
者

た
ち

に
キ

リ
ス
ト
を
思

い

出
さ
せ
る
た
め

に
遣

わ
し
た
。
」

こ
こ
で
彼
と

は

直

接

的

に
は
チ

ェ
ル
ヌ
イ
シ

ェ
フ
ス
キ
イ
を
指
す
と
同

時

に
、
十
九
世
紀

ロ
シ
ア
作
家

一
般

の
こ
と

で
も
あ

る
。
彼
等

は
、
キ
リ
ス
ト
像

の
正
教
的
神
秘
的
解
釈

を
保
持

し

て
お
り
、

一
様

に

「
ゴ

ル
ゴ
ダ

の
丘
」

に

ア
ク
セ
ソ
ト
を
置

い
て
い
た
。
詩

人

の
チ

ュ
ッ
チ

ェ

フ
も
、
十
字
架

の
重

み

に
苦
し
み
息
も
絶

え
絶

え
と

な

っ
て
い
る
キ
リ

ス
ト
を
、
赤
裸

の
謙

譲
な
る
キ
リ

ス
ト
教
国

ロ
シ
ア
の
姿
と
結
び

つ
け

て
い
る
し
、
ド

ス
ト

エ
フ
ス
キ
イ
の

『
カ
ラ

マ
エ
ゾ

フ
の
兄
弟
』
で

も

キ
リ
ス
ト
は
、
囚
わ
れ
人
と
し

て
大
審
問
官

の
獄

舎

に
現

わ
れ

る
。
1

以
下

ア
ベ
リ
ソ
ツ

ェ
フ
の
記

述

は
も
う
少

し
続
き

、
ブ

ル
ガ
ー

コ
フ
の

『
巨
匠
と

マ
ル
ガ
リ
ー
タ
』
、
パ

ス
テ

ル
ナ
ー
ク

の

詩
、
プ

ロ

ー

ク
の
叙
事
詩

『
十
二
』
、
バ

ル
ビ

ュ
ス
、
パ

ゾ

リ

ー

二
の
映
画
等

の
例
が
挙
げ

ら
れ

て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
辞
典

の
要
約
的
記
述

に
は
多

く
を
期
待

出
来
な

い
の
で
あ

る
が
、
ド

ス
ト

エ
フ
ス
キ
イ

の
キ

リ
ス
ト
に
関
し

て
三
行

ほ
ど
し

か
な

い
と

い
さ
さ
か

ガ

ッ
カ
リ
す

る
。
し

か
し
、

こ
の
文
脈
は
示
唆

に
富

む
。
芥
川
龍
之
介

の
キ
リ
ス
ト
を
、
先
程

の
世
紀
末

・
ル
ナ

ソ
の
線

に
位
置
づ
け

る
と
す
れ
ば
、
ネ

ク
ラ

ー

ソ
フ
の
所
謂

「
キ
リ
ス
ト
を
思

い
出

さ
せ
る
た

め

に
遣

わ
さ
れ
た
」
者

た
ち
の

一
人

で
あ

る
ド

ス
ト

エ

フ
ス
キ
イ
と
は
、
ま

っ
た
く
位
相

を
異

に
す

る
か
ら

で
あ
る
。
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